



















































































































































挿図 （　一流相承系図（第 （ 紙）　京都・佛光寺
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ハマタコノ門葉ノナカニ惣ノユルサレ カウ ラスシ ／師匠 影
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作は、 佛光寺の前身寺院である興正寺が 科 所在する時期 ことであった。　
さて、この「一流相承系図」制作の目的とするところを序題のなかに読








































現状第一紙が接続し 。参考までに現状 八 を継いで成 佛光寺本の各
挿図 （　巻子（現状）
































らわれた僧俗、老若、男女 すべて坐した姿を左斜め向きに描く。大半は左肩上に法名をともない、その傍ら 片仮名で訓みが示されており、あわせてそれぞれの の下には漢数字を付している この漢数字は描かれた人物それぞれの年齢とみなされよう。　






ら水平に伸びた赤色 線は、途上で垂直に線を下ろして二歳 「若御前」を繫ぐ。この女児は「釋空信」と「 信」の間 生 れた子供とみ のが自然






































































































































挿図 （　夜叉女（部分） 挿図 （　若御前（部分）挿図 （　鶴女（部分）























































































の文字は摩損が著しいが「道 は傍らに付された「タウ」 文字とともにやはり存覚の筆跡と判 して大過ないであろう。
挿図 （（ —（（）　同（部分）
挿図 （（ —（（）　尼僧




























































































































しかし「米」偏をもっ あらわす「釋」の文字は、振り仮名の「シヤクもども存覚の筆跡に通じるものであり、続く「妙性」の法名の傍らに付された振り仮名「メウシヤウ」 存覚 手跡とみなされる。とすれば、やはり法名と振り仮名は同一人
（すなわち存覚）
によって一筆で記されたと判断する
のが自然であろう。その右隣 僧の左肩上に記され 法名は摩損して判読するのが困難であるが、 「米」偏で記された「釋」の残画
（前掲表２参照）
は、




















































































接続していた佛光寺 が序題、首座の「了源」と次席 「了明」 墨書ともども存覚の手になるも であった を思えば、長性院本に らわれたこれらの僧俗の法名が基本的に存覚 筆跡であったことも頷けるも があ　
ただし、法名に付された年齢につい は、 『真宗史料集成』 四における
墨書についての翻刻において示されるよう 、第一紙 女児「若御前」 付
挿図 （0　「釋□□」（向かって左）、妙性（中央）、性願（向かって右）









































































挿図 （（　性心 墨書挿図 （（　性□ 墨書挿図 （（　如□ 墨書
挿図 （（　佛光寺本 法名文
字（（ 紙・性心）






























































のアイラインに沿って濃墨線を入れ 唇の合わせ目に墨線を引き 頬に淡く暖色系の暈しを入れる点では一貫 ているが、 「釋空信」の相貌に関しては細い均一 輪郭線ながら「鉄筆描」と形容できるようなしっかりした線を引いている。それは直前に描かれていた佛光寺本の「了源」 「了明











































これが成人と十代以下との表出を違えるべく意識的 なされたものであるのかどうかの判断はつかない。しかしなが ともに十代以下の俗人でありながら 「若御前」 と 「法道」 では相貌 輪郭 を違えていることは事実 ろう。　
このようにみるとき、第一紙において「正慶二」年以前に描き込まれたと
判断した「釋空信」 「法信」 「若御前」 「法道」については ずれ 輪郭線を違えていたことになる。そ こと 一人の絵師 手に る描き分けとみ よりは、絵師を違えていたことを示唆するよう ある。それは同時に描き込




いては一紙のほぼ中央に「了源」を描 続く伴侶 了明 を了源前方に描いて余人を描き込むことは く、一紙の内で絵を完結させており、 れに続く長性院本にあっては 「釋空信」 の配置 紙面の向かって右上隅に置いて、画面の配置の仕方を大きく違えること 何よりも示唆的 ある。すなわち、この 構成の違 は以後、順次、僧俗の描き込 がなされることを構想していたとしても、やはり「釋空信 の描き込み 「了源」 ・ 了明」と同時になされたも ではなかったからではなかろうか。 だし その料 は本、 長性院本
（第三紙まで）
ともに紙質、 雲母引きの処理に差異は認め難い。



































































唇の合わせ目にも墨線を引くが、輪郭線ほどの濃墨で な 、かつ、第一群のそれと異なり、正中で僅かな 設けることなく一筆で線を引き 収筆に際しても脣の輪郭 から に延伸しながら 筆 腹 軽く押さえる第一群のような描法は採用していな 。面貌表現に破綻はないも の総じて
挿図 （（　隋心（向かって左）、妙性（向かって右）挿図 （0　性意（向かって左）、性寂（向かって右）
挿図 （（　性観（向かって左）、法圓（中央）、性實（向かって右）
















師と断定することはできないが、近 絵師の手になるもので なかろうか。ちなみに、こ 第三群に属する直垂姿の「性寂」においては口ひげ、顎ひげの描出に際して、淡墨を面的 塗って 上に濃墨 細線を繰 返し加えている。さら 淡墨で毛描き もっ 顎ひげを描出してい 。　
このように三グループで輪郭線をはじめとする描出を微妙に違えること
は、一人の絵師の手 よる描き分けとは考え難く 明らか 描い 絵師 違いに起因するであろう。もとより限られた第二紙の紙面へ 僧俗の描き込みに際して、わざわざ同時に少なくとも三人の絵師が携わったとは想定し難い。そこに時間の推移が ったことを認めるべ であろう。ここで第一群、第二群、第三群がそれぞれ描き加えられて行った前後関係 確認しておくと、 上段にあらわれた第三群に属する 「性寂」 の左右に第一群に属する 「随心」と第二群に属する「性意」が袖を重ねて描くところ 手がかりが得ら そうである
（前掲挿図
（0）。すなわち、 「性寂」の左袖は、左隣の第一群に属する
「随心」の右袖先と接して、 「性寂」の袖 輪郭をかたちづく 墨色 、 「随心」の袖先の輪郭線の上で、その輪郭線に沿うよう引かれている
（挿図
（（）。





























































隣 「釋□□」 とその真下に描かれる 「性























たかどうかは厳密 は不明であ が同一の絵師の手になるもののように思われ、とすれば「釋□□」とその真下にあらわれた「性心」よりは き込まれたこ になろう　

































































































































































































































（（ 行目） （（ 行目） （（（ 行目）





この総勢二十四名のうち、 制作当初に遡るとみられるのは 「良誓」 「尼明圓」
























記された漢数字は、先に長性院本でみてきたように、いずれもこの巻子に描き込まれた時点での年齢を示 ものとみなされるが、 そこにあらわれた 「十」や「五」の書きぶりは同一である。ちなみに「西圓」 「重圓」 「性明」 墨書の左傍らには薄墨の非常に細い筆で年齢が目立たないよう 記されて る（挿図
（0）。それは濃墨をもって書き入れをする際の指示書きとみなされる。
そのことをあわせ思うとき、長性院本では描き込まれた肖像そ ぞれの像主自身によって年齢が書 とみなされ の 対して、光照寺本で それぞれの法名を記入する際 一緒に年齢 つ 存覚によって書き込みがなさ たようである。後述する通り、残りの十八名のうち、法名が記入された十四名についても法名 その下に記す年齢は存覚とは異なる筆跡な ら、すべて法名と年齢の書き込みが同一人の手でな と判断す 。長性院本では、①絵師による肖像 描き入れ、②存覚 よる法名 記入、③本人 よる年齢の書き入れ、 いう手順が浮かび上がったが、光照寺本で 法名とともに年齢の書き入れが同時 なされて、本人によ て年齢 入れがなされるという手順が当初から無かっ こと な　
ちなみに、光照寺本にあらわれた上述の六人の相貌の描出とかかわって留
意したいのは同じく沼隈半島に所在し、明光ゆかり 寺院で 常石・宝田院に伝えられた十四世紀半ば頃の制作と思わ る「和朝聖徳太子ならび 先
（（）　誓海（赤外線撮影画像）（（）　源海（赤外線撮影画像）
挿図 （（　和朝聖徳太子ならびに先徳連坐図（部分） 広島・宝田院
















































































第一群「真佛」 「尼妙真」 「尼妙圓」 「尼妙観」 「尼圓妙」 「尼了法」 「西信」
「尼念法」 「圓道」 「西佛」 「尼妙蓮」 、および、最後尾から二番目上段の無記名の僧
　






























































い間隔で第一群から第二群へと肖像の描き込みがなされて、法名と年齢についてはすべて同 人物によって肖像 左肩上に書き込まれたというこ に
ろう。　
これらの検討の結果を踏まえて改めて光照寺本を俯瞰してみるとき、前方
から順次、僧・尼が描き込まれて行ったものでないことは明白である。ここで光照寺本の制作当初の姿を考えてみるとき、性明に至るまでの六人が同時に描き込まれ、それらに存覚が法名の書き入れ とみなされ 。性 に至るまでの現状の画面にあらわれた「真佛」 「尼妙真」 「尼妙道」 「尼妙圓」 「尼妙観」 、 「尼圓妙」は制作当初 あっては描か いなかったという になる（挿図
（（）。加えて、 「重圓」に付された高麗縁の青畳も当初は存在しておら
















挿図 （（　制作当初の僧 ･ 尼の配置
良圓西圓重圓性明 良誓
尼明圓































































































































































































はじめとして、 『日本美術全集』巻 八・中世絵巻 肖像画（小学館、二〇一五年）の図版解説でも正式名称を用いている（二五五
～
二五六頁） 。ちなみに、重要文化











































































































一九八一年 （のち補記を付して 『真宗史論攷』 〈同朋舎出版、 一九八五年 に収録） 。
 
同「絵系図」解説『真宗史料集成』第四巻
 専修寺 ・ 諸派、同朋舎出版、一九八二年。
 
同「総説
































西口順子 「絵系図にみる 『家』 の祭祀」 『月刊百科』 二八八号、 平凡社、 一九八六年 （の　
ち『日本歴史民俗論集 家と村の儀礼』吉川弘文館、 一九九六年、 および、 同『中世の女性と仏教』法蔵館、二〇〇六年に収録）
。


































人越後国より常陸国に越て、笠間郡稲田鄕と云所に隠居し給、幽棲を占といへとも道俗跡をたずね、 蓬戸を閇といゑども貴賤衢に溢る、 仏法弘通の本懐こゝに成就し、衆生利益の宿念たちまちに満足す」 （文言は『新修日本絵巻物全集
（0　善信聖人絵・







































































































































徒が伝持した『親鸞聖人惣御門弟等交名』 ついて、そ にあらわれ 法名の漢字の傍らにすべて片仮名が付されることに着目し、それが読み上げ かわるであろうことを指摘しておいたが（註
（（の津田徹英後掲解題）
、 「一流相承系図」において













の制作の推進者とみなされた。しか 、存覚は建武三年（一三三六）正月の了源の没後、木辺門徒の指導・育成にシフトし 門 の要望で多様な真宗仏画の制作に関与したが （仏画等の制作の詳細については存覚の制作記録の手控えである 『袖日記』を参照されたい） 、にもかかわらず「一流相承系図」 制作につ ては一切、推奨していない。そ ことを思えば存覚が「一流相承系図」の制作 際して主導的役割を見ることにはいささか戸惑いを覚える。や り「一流相承系図」 関 は了源が推進し、存覚 協力を要請するとともに、そ 効果を得て他 明光門徒に受容さ






























































ヲハ衆議トシテ」の一文を欠くのに対して、 光照寺本の序題 は当該の一文 ある。そのことを根拠に佛光寺本に先行するオリジナル性を光照寺本に認め、序題にれた「嘉暦元年」の制作を主張する見解がある（註
（（の福尾猛市郎前掲三論文） 。









































































入西房鑑察のむねを随喜して、則彼法橋を召請す、定禅左右なく参須 則尊顔 むかひたてまつりて（中略）御顔ばかりをうつ たてまつりけり」 （ 言は註
（（の前



































『国史大事典』 第十巻 （一九八九年、 吉川弘文館） 所載の宮次男解説 「似絵」
においても「その表現法は、 着衣は類型的で個人的 色は示され が、 面部は目 ・鼻・口などを細かい淡墨線を引き重ねて描くところに技法的な特色がある」 述べており、 基本的に美術史研究における 「似絵」 の認識は変わるもので （八九四頁） 。
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